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秋季大運動会 秋空のもと躍動！！

９月２７日（土）、みんなの願いが叶い、

澄み切った秋空のもと、善誘館小学校「第

４回秋季大運動会」が開催され、無事成功

裏に終了しました。

運動会に向けて本格的な練習を始めたの

は、９月１２日（金）からでした。練習期

間はわずか２週間（実際の練習日は９日間）

でしたが、天候にも恵れ、子どもたちは学

年や全校での練習を一生懸命がんばってきました。今年は９月に入って比較的涼

しい日が多く、去年のように常に熱中症に気を付けなければならない状況ではあ

りませんでしたが、暑い中みんなで気持ちを合わせて表現運動や競技の練習をし

てきました。また、４、５、６年生は係ごとに、運動会で使う用具の準備や運営

の仕方などのリハーサルを放課後を使ってやってきました。

そんな練習や準備のかいがあって、本番ではどの学年も、どの色のチームもす

ばらしい演技や競技ができました。特に、

表現運動の演技は、どの学年もよい出来映

えだったと思います。

１、２年生の表現運動「ファミリーパー

ティー２０１４」は両手にボンボンを持ち、

腰を振りながら楽しそうに表現していまし

た。短い練習期間でしたが、みんなよく動

きがそろっていました。かわいい笑顔いっ

ぱいの演技でした。

３、４年生の「花笠音頭２０１４」では、踊りの前後にアップテンポの振り付
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けを入れる構成で、「花笠音頭」の踊りが一層引き立ちました。途中で音楽が止ま

ってしまうアクシデントがありましたが、

集中力を切らさず立派に演技することがで

きました。花笠の動きが華やかでした。

５、６年生の「仲間を想う～ソーラン＆

組み立てＺＥＮの部～」は「さすが高学年」

という力強い演技でした。ソーラン節の踊

りは、昨年までと違ってテンポの速い「よ

さこいソーラン」を踊りました。短い練習

期間でしたが、休み時間などにも練習して

仕上げました。初めて取り組む踊りでした

が、上手に踊ることができました。本当に

よくがんばりました。

組み立て体操では、練習中はちょっと心

配だった４段のピラミッドも一発で決まり

ました。本番での気合いが違いました。

競技では、赤組も白組もみんなで力を合

わせてがんばりました。リレーや全校競技

など運動会前から上級生が下級生の指導を

しながら、作戦を立てたり練習したりと熱

が入っていました。最後まで接戦を繰り広

げ、子どもたちも自然に応援に力が入り、

運動会が盛り上がりました。結果は赤組優

勝でしたが、どちらの色組も本当によくが

んばりました。

まさに、運動会のテーマの「な仲間と協

力しながらか勝ちを目指してままとまって

がんばろう」のとおり大成功でした。

また、今年のＰＴＡ種目「助けて！白馬

の王子様！」の綱引きでは、多くの皆様

の参加をいただき、大変盛り上がりまし

た。ご協力ありがとうございました。

なお、ＰＴＡの皆様には運動会の準備、

片付けに多大なご協力をいただきありが

とうございました。多くの皆様に参加し

ていただき、短時間で準備、片付けがで

きました。善誘館小学校のＰＴＡの皆様のすばらしさを改めて感じました。



全国学力学習状況調査結果 キーワードは「活用する力」

６年生が４月に実施した全国学力・学習状況調査（国語・算数）の結果が過日

学校に届きました。

今回の学力・学習状況調査は国語・算数Ａ：主として「知識」に関する問題、

国語・算数Ｂ：主として「活用」に関する問題と生活習慣や学習環境等に関する

「質問紙調査」で行われました。国語、算数とも限られた問題数（国語Ａ１５問、

国語Ｂ１０問、算数Ａ１７問、算数Ｂ１３問）での結果ですので、児童の学力全

体を測定しているわけではありません。

この調査は具体的な問題について、児童の解答にどんな傾向があるか調べるも

のです。本校の児童の傾向を分析・把握し、今後の指導の改善に役立てていきた

いと考えています。現在、その結果を職員で分析し、特に本校で課題のある点に

ついて、今後の取り組み計画を立てているところです。

これまでの分析結果は次のとおりです。

＜分析結果＞

１．本校の状況（全国との比較）

①教科に関する問題

本校の結果は、国語、算数とも全国平

均正答率の±５％の範囲内にあり、全国

平均とほぼ同等にあります。その中でも

国語については、Ａ問題はやや上回って

おり、Ｂ問題はほぼ同等です。算数は、

Ａ問題・Ｂ問題ともほぼ同等ながら、や

や下回っています。また、学習の領域や

設問によっては、正答状況に課題があり

ますので、特に正答率の低いものについ

ては、改善に向けての取り組みを行って

いきたいと考えています。詳細について

は、後述します。

なお、問題の解答欄に何も書かない「無

解答率」は少ない状況であり、児童が粘

り強く問題に取り組んだことがわかりま

す。

②生活習慣や学習環境等に関する質問紙

調査

全国平均と比べて高かった主な項目【算数Ｂの問題例】



は、

＊個人の意識や生活習慣に関することで

は、「ものごとを最後までやり遂げた喜

びの経験」、「自分にはよいところがあ

るか」、「友だちの前で自分の考えや意

見を発表することが得意か」、「友だち

に伝えたいことをうまく伝えることがで

きるか」

＊家庭での学習に関することでは、「学

校以外での１時間以上の読書」

＊５年生までの学習の仕方や関心・意欲

などに関することでは、「５年生までに

受けた授業で自分の発表する機会があっ

た」、「国語の学習活動（資料を読む・

自分の考えを話す・理由がわかるように

書く）」、「算数の学習活動（授業がわか

る）」

＊今回の調査の解答の仕方に関すること

では、「国語の解答（文章で書く問題で

最後まで書こうと努力したか」、「算数

の解答（言葉や数・式を使ってわけや求

め方を解く問題で最後まで書こうと努力

した）」、などでした。

逆に、全国平均と比べて課題として浮かび上がったのは、「失敗を恐れないで挑戦して

いない」、「将来の夢や目標を持てない」、「テレビやビデオなどを２時間以上見る」、「携

帯電話やスマホで、通話やメール・インターネットを２時間以上する」、「学校以外や休

日の勉強時間が１日１時間以下」、「休日の勉強時間が１時間以下」、「家での予習や復習

をしない」などでした。

２．本校の主な課題

【６年国語】

Ａ：主として「知識」に関する問題

●学年別漢字配当表に示される漢字の書き取りが不十分でした。

●物語を読む際に、登場人物の相互関係を捉えることの正答率が低かったです。

【児童質問紙の例】



Ｂ：主として「活用」に関する問題

●選択肢から適切なものを選ぶ設問では、

質問者（出題）の意図を捉えて解答するこ

とに課題が見られました。

●２つの詩を比べて読み、表現の工夫を捉

えることの正答率が低かったです。

◎改善に向けて

・漢字の読み書きなど、基礎基本的事項の

定着が図れるようドリル学習等繰り返し

指導をする機会をとっていく。

・詩の内容や表現の工夫をとらえるために、

比喩、反復、擬態語、擬声語などの表現

について具体的な事例を示しながら指導

していく。

・物語文の読み取りにあたっては登場人物

の人物像や相互関係を関係図にまとめる

など指導を工夫していく。

【６年算数】

Ａ：主として「知識」に関する問題

●四則計算においては、「整数－小数（９－0.8）」の問題と、「異分母の分数の計算（１

／３＋２／５）」が、他の問題に比べて正答率が低かったです。

●比較量を求める場合、基準量が１より大きくても小さくても、同じ式「比較量＝基準量

×割合」を使いますが、１より小さい場合の正答率が低かったです。

例：白いテープの長さ８０ｃｍの0.4倍である青いテープの長さを求める（８０×0.4）

●直径６ｃｍの円の円周を求める問題の正答率が低かったです。

●１cm３の立方体を基に、縦４cm、横５cm、高さ２cmの直方体の体積を求める問題の正答

率が低かったです。

Ｂ：主として「活用」に関する問題

●示された場面から基準量と比較量を捉え、何倍かをもとめる問題の正答率が低かったで

す。

例：ある月の学校の水の使用量１５００ｍ
３
は、プールに入る水２５０ｍ

３
の何倍に

なるか求める問題の正答率が低かったです。

●目的に応じて資料を集めて分類整理することや、表やグラフなどを用いて分かりやすく

表現したり、特徴を調べたり読み取ったりするする問題についての正答率が低かったで

す。この問題では、学校の水の使用量を棒グラフに表す場合、最大値に着目して棒を枠

【国語Ａの問題例】



の中に表せない理由を言葉と数で記述す

る問題ですが、理由についての正答率が

低かったです。

●日常の事象を数理的に捉え、示された情

報を整理し、筋道を立てて考え、小数倍

の長さの求め方を言葉や式を用いて記述

する問題の正答率が低かったです。この

問題では、「一あた半は一あたを１．５
ひと

倍した長さ」を、図として正しいものを

選択しますが、１．５倍を「一あた」

より１．５ｃｍ長い長さだと捉えている

児童がたくさんいました。

◎改善に向けて

・グラフや図を読み取り、演算を決定した

り、立式の根拠を説明したりするような

活動を大切にしていく。

・基礎的・基本的な計算の技能の習熟や定

着を図るため、授業の冒頭などを有効に

活用しながら、繰り返し練習の機会を作

っていく。

・基準量と比較量、割合の関係の理解を深めるよう、図に表す活動やその図を基に演算を

決定する活動を有効に取り入れていく。

結果の概要としては、国語、算数とも平均正答率は全国とほぼ同等でしたが、

国語、算数ともにＡ「知識」に比べるとＢ「活用」する問題の正答率が（全国的

な傾向ですが）低い傾向にあります。基礎的な「知識」の定着を図ると共にそれ

を「活用する力」を一層伸ばすために、話し合い活動などの言語活動を取り入れ

ながら、子どもたちの多様な考え方を引き出し、問題を解決していくような授業

スタイルを多く取り入れるとともに、大学生等による教育支援ボランティア（現

在３名）を有効に活用しながらきめ細かな指導をしていきたいと考えています

また、「失敗を恐れないで挑戦する」、「将来の夢や目標を持てる」ように、もっ

と自信を持たせることや自尊感情を育てることが必要だと感じています。今後も

家庭や地域と連携して「知・徳・体」のバランスのとれた子どもたちを育ててい

きたいと思っています。

ご家庭でも、テレビやビデオの視聴時間、携帯電話やスマートフォンの使い方

などについてルールを決めたり、学年に見合った家庭学習の時間（５・６年生で

６０分～９０分）をとったりして家庭学習の習慣が定着できますようご理解とご

協力をお願いいたします。

【算数Ｂの問題例】




